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要旨

袴は、腹部と胸l部を覆い絞で)j嬰に結びつける形の和服の一種で、日本書紀にも記載のある本邦の

伝統的民族衣装である。本研究では、袴の再評価と新たな展開を目指し、市場の現状調交、マンガ

分析、機能性検討を行った。市場調変の結果、現代の袴に包含される衣服は多岐にわたり、その着

用目的も奥なるため、分類・定義確認と、各々の流通構造の明確化を要する現状が示された。マン

ガ分析においては、袴着装キャラクターの登場するマンガは一定数刊行されており、主なキャラク

ターは「武士・侍jと「学生」であった。現代の若者の袴着装シーンでは、日本の伝統文化の再認

識につながる表現がなされていた。機能性検討の結果、温熱的快適性・姿勢保持性・下肢の自由度

において、袴は高い機能性を持つことが明らかとなった。和装の主流たる着物(長着)が、その積

装法から、ハレの場のみの限定的な衣服、日常生活から議離した存在となっている現在、袴は、日

常着にもなり得る機能性と快適性を備え、伝統文化の継承者、クールジャパンのアイコン、車fj'しい

和のモードとしての可能性を有することが示された。

(キーワードー 袴:Hakama、和服:Kimono、伝統・ 2・adition、クールジャパン:Cool Japan、マ

ンガ:Manga、機能性:Functionality) 

1. はじめに

袴は、前後2枚の台形状の布を経裂した構造で、

捜部と脚部を覆い、前布の襲、後布の腰板、前後

.......... =r"_に締める紐等を特徴とする和服の一種であ

る。古くはネI!l代における“穿裳(はきも)"から

転じたとされ、日本書紀にも記載のある、本邦の

伝統的民族衣装である。この袴を、日本発のクー

ルなファッションとして広く世界に発信すること

を目指し、その端緒として、本研究では、袴の市

場に関する現状調査、マンガにおける袴のイメー

ジ分析を行い、さらに、袴が、日常務にもなり得

*文化学園大学制

る、着心地の良い機能的な民族衣装であるという

エピデンスを通して、新しい和のモードとしての

可能性を示す。

2. 現代の袴の分類と市場における現状

かつて2兆円産業と言われた着物関連産業は、

2012年には2，960億円まで減少、翌2013年は底

打ちから微増に転じ3，0001:意向台まで、間援したも

のの、 2014年には前年比94.9%の2，855億と微減

であった。 2015年は、前年対比101.4%の2，895

億円になると予測されている 1)。このような市場

規模の縮小は消費者の着物離れを示すものと考え

可
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られる。 2015年3月に実施された誠査2)によれば、

20代女性の52.4%、 30代女性の45.7%が、若物

を1着も保有していないことが明らかとなった。

着物を年に数回若るという義民頻度の高い人のおj

合は、 20代女性15.8%、30代女性1l.7%、40代

女性9.5%、50代以上14.6%と、どの年代におい

ても少なく、また、着用場面は冠婚葬祭という回

答から、着物が日常からかけ離れた存在となった

現状が浮かび上がる。

このような和服産業の衰退について、様々な分

析がなされ3，4、円問題点として着物産業の多段

階分業システムが指摘されている。しかし、どの

報告にも袴への言及はない。総務庁統計局「家計

調査年報Jの衣料消費の章においても、和装、き

もの、帯の分類はあるが、袴という項目はないヘ

袴の流通構造は不明で、生産量データは公的に明

らかでない。即ち、袴は、和装のーっと定義され

ながら、その現状は把握されていないのである。

これは、現代の“袴"に包含される対象が多岐に

わたるためと考えられる。袴という分類にあって

も、その着用場面により果たす役訟は異なり、形

状が同一でも着用目的が全く異なものが混在して

いるのである。

そこで、本研究では先ず、袴の着用場面による

分類を行った。現在、世に流通する袴として、

業式等での女袴、武道における競技者のウェア、

神社における神主亙女の装束、和食料理屈での庖

員のユニフォーム、結婚式や葬儀での礼装、雅楽

舞踊等伝統芸能における演者の装いなどが挙げら

れる(表1)。本稿では、卒業式での女袴と、武

道におけるウェアの2llliについて、聞き取り調査

を行った。

2ぺ 卒業式での女袴に関する開き取り調査

「株式会社丸昌」常務取締役鹿島氏、「西善商事

株式会社J営業部課長

ならびぴ、に 「大学生協京I阪抵宇や村衿rt中iドl北|陸廷統合事業部」ム、 「生

i活舌協伺組合連合会大学E生色i活苫i協品j悶司組合東京事業連

合Jへの払陪号れしい、合わせを行つたO

株式会社丸畠(以下、晴れ着の丸昌)によれば、

卒業式に着用する百的で、個人が呉服庖において

袴を購入する例はほとんどないとのことである。

流通形態としてはレンタルが主であり、製作数量

の把握はないものの、大学生協京阪神北陸統合事

業部によれば、 2015年3月現在、 5億6，531万円

のレンタル売上高があり、また、生活協同組合連

合会大学生活協同組合東京事業連合によれば、

2015年の卒業時に 18，550名の学生が袴を着用し

たとのことである。卒業式用袴の製造卸大手であ

る京都の西善街事株式会社では、少子化をIWeみ、

幼稚闘や小学校、中学校の卒業式での義用機会を

示すなどその販銘を広げ、年|習 15，000~ 20，000 

着の袴を生産しているとのことであった。また、

製造卸として2~5月にかけて新作を発表し、小

売業を対象とした新作展示会も釘:年開催してお

り、日常若と同様に流行もみられるという。しか

し、そのサイクルは年単位で、長期間流行してい

る例としてほかし模様と刺織が挙げられた。なお、

表 1 袴の完喜朗場面による分類

完雪潟犠箇 武道 伝統芸能2i'~霊式 神道 飲食庖 主主婚葬祭
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H青i"t着の丸晶が初めて、ファッション雑誌風に袴

のカタログを作成し (2004年)、卒業式における

女子学生の袴着用に一役買ったとされる(図 1)。

レンタル袴の普及の始まりは明らかではないが、

鴎き取り調査において「ハイカラさんが通るJな

どのメディアによる影響は少なくないとの声が聞

かれた。素材に関して、富養商事株式会社中村氏

によれば、昔はウールであったが、レンタルが主

従来型のパンフレット

であるため、洗濯や取扱いの簡単なポリエステル

が多く使用されるようになったとのこと、生地は

反物ではなく、洋服と同様、ロールの布地から製

作され、国内や海外(多くはヰ1関)の工場におい

てミシンで作られることが多いとのことであっ

た。袴の生地はニIj.届 (120~ 140cm)で、 1ロー

ルから約四人分の袴が出来るそうである。

ファッション雑誌のような新タイプのパイフレット

図 1 a膏れ惹の丸昌のカタログにみる袴

2・2 武道袴に関する聞き取り調査

「全日本剣道連盟j事務局元職員資料担当O氏、

「全日本武道具協i司組合J前理事長森氏、へのイ

ンタピ、ユーを行った。袴を競技者のウェアとして

住用する武道には、剣道、弓道、合気道等がある

が、本内容は主に剣道袴を対象としている。

武道袴は、染物屋(藍染屋)が伝統的に作りi主

いできたもので、掠糸・染色・織・縫製まで手掛

けており、有名なのは武州紺(栃木・群馬・埼玉)

と遠州紺(三河・豊川・浜松)、古くは一貫生産

の形態が主であったが、主主主!hを仕入れて仕立ての

みを行う事業所もあり、どちらにしても、

や売上等の市場規模を示すデータは把握されてい

ないとのことであった。剣道の一般有段者の多く

は藍染木綿製袴を使用しているが、子供向け、

13 

校教材用の袴の素材は合織がほとんどで、安{屈な

ポリエステル製が、これまでは中関、近年では東

南アジアから輪入されている。藍染木綿は、昭和

40年代には和服同様の小 11I日反物であったが、現

在は広 11I日のロール状。ミシン製作がほとんどで、

ごく少量、剣道型用・居合尽に手縫いの袴も製作

されているとのことであった。新作発表や展示会

はなく、年ごとのデザイン流行は特に見られない

ようであった。

3. マンガにおける袴分析

日本発の有力なソフトパワー「マンガjは、今

や“MANGA"として海外でも市民権を得ており、

日本文化を広める上で
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で認知度の高い日本のマンガとして、“Naruto(ナ

ルト)"、“Bleach(ブリーチ)"、“RurouniKenshin (ア

ニメ版ではSamuraiX) (るろうに剣心)"などが

挙げられ7)、これら全てにおいて、袴を身に着け

た人物が活躍する。 2010年にクールジャパン

が経済産業省に設置され“クールジャパン推進会

議"が開催される等、日本の文化や伝統の国際展

開を目指し、!設界に向けてソフトパワーを発信す

る重要性が認識されている現在、マンガのキャラ

クターたちが身に着けている袴は、日本発のクー

ルな民族衣装として打ち出すのにうってつけと考

えられる。本稿では、マンガに描かれた袴着装キ

ャラクターの分類と考察を行った。

3-1 マンガにおける袴着装キャラクターの分類

Japan Expoが初めて開催された2000年から

2014年までの 15年間、日本で刊行されたコミッ

クスの新刊点数は 165，357部(雑誌扱い・芸書籍扱

い合計)であった 8)0 2003年以降、毎年10，000間

以上のマンガがコミックスとして刊行されている

(図2)。これら刊行されたコミックスの中で、袴

を着装した主要キャラクターが描かれたものをカ

ウントした。対象は、 2000年以降に刊行された

少年・少女・青年・女性向けのマンガ単行本で、

連載継続中のものも含めた。ただし、 4コママン

ガ、短編マンガはi除いた。 WEBマンガの;場合、

長編マンガで紙媒体のマンガ単行本として刊行さ
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関2 日本で刊行されたコミックス新刊数の推移 8)より作成
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図3 袴着装キャラクターが登場する
マンガ単行本数の推移

れたものに限り数えた。その結果、袴着装キャラ

クターが登場するマンガのコミック数は 15年間

で53タイトル、総数は635甘ltであった。その推

移を図3に示す。毎年刊行されるコミックス総数

からすれば、袴着装キャラクターの登場するマン

ガの割合は0.4%程度と決して多くはなかった。

しかし、絶えず一定数が刊行されており、需要の

あることが読み取れた。

次に、袴着装キャラクターの登場するマンガか

ら、キャラクターの分類を試みた(関心。袴義

装キャラクターとして最も多かったのは「武士・

侍」と「学生」であった。「武士・侍J(土、袴を

着装し刀を腰に差している、最もイメージしやす

い袴姿と考えられる。「学生jについては、近代(大

正期~昭和初期)の女学生と、現代の高校生(男

女共)の2種が着装イメージとして表現されてお

り、後者の、現代の高校生が着装する袴について

は、剣道や弓道、書道やかるたなど“日本の伝統

文化"に関係するクラブ・部活の部員が着装する

姿が描かれていた。ここで、 f武士・侍」あるい

は近代の女学生は、袴を着装することがその時代

における通例であるのに対し、現代の高校生にと

って、袴は日常者ではない。I1Pち、袴着装が何ら

かの意味を持つ特別なアイテムとして措かれてい

るとも考えられる。袴を着装することが、現代に

おいてどのように捉えられているか、以下に考察

する。
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袴着装キャラクターの分類と出現率

人公綾瀬千早が競技かるたのクイーンを目指し、

仲間と共に奮闘する青春マンガであり、かるたの

クイーン戦で袴を着装することから、袴着装の様

子が多く描かれている。初めて袴について描かれ

た場面は第11首である。呉服商の娘である大江

奏が、弓道部に入部し、袴姿でランニングに行く

シーンで「袴でランニング?!そんなはしたない

ことできないjと驚く。また、かるた部を結成し

ようとしている千平たちに、かるた部なのになぜ

図4

マンガ「ちはやふるjに毘る、現代の若者

の守幸に対する認i裁
「ちはやふるjは、 2007年から講談社 rBE'

LOV叫に掲載され、現在も連載中のマンガであ

る。この作品はアニメ化され、 2011年10月~

2012年 3 月に第 1 期、 2013 年 1 月 ~6月には第2

期が、日本テレビ系列で放送された。また、 2016

年には映画板も公開予定の人気マンガ、である。

3幽2

マンガ「ちはやふるjにおける袴着装シーン 9)

R
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袴をはかないのか、と奏が尋ねるシーンでは、 f高

いからJr義るのが面倒」と答えられ、着物業界

の低迷を嘆いて泣く。このように、着物や袴で激

しい動きをすることは“ありえないこと"であり、

同時に「面倒Jで「高価な」ものであるとの認識

から、敬遠されている実情が示される。その後、

かるた部として活動するようになった千早は、か

るた大会で袴を着装し、第32首で、「袴だからJIい

っこいつこの動きがちゃんとしてるJrすごい」

と驚く(悶5)9)。即ち、袴着装の実用性を知る

のである。 f姿勢よく Jrおなかを締めて」動きが

良くなり、かるたを取る動作の締麗さに触れる様

子が描かれている。それは、千平本人だけで、なく、

周りの観客の自にも同様に映り、「きれいJrステ

キJrあんなふうに動けるなら私だ、って…Jrやっ

ぱりいいわね、着物は」という感想、がもたらされ

る。

このように「ちはやふる」では、当初「高いH面

倒Jと敬遠された袴を、実際に着装することで、

その実用性・機能性が理解され、現代の若者にお

ける袴への認識が変わっていく様子が表現されて

いる。

4. 袴の可能性:

快適で機能的な民族衣装

現在、和服の主流たる女性の着物(いわゆる長

着)は、ハレの場でしか着用されない儀礼的衣服

(costume)であり、日常議 (clothing)ではない

衣服内 I "'-.. 
温度 i立位安静 〉
[OC) I / 

0.4 

0.2 

0 

-0.2 

-0.4 

-0.60 

衣服肉

i混度
[g八旬以]

2 

3 6 

注 1)。著者らはこれまで、現代女性の義物の着付け、

即ち、胸高に帯を締め、着崩れを排し、ゆるみ、

たるみ、しわをなくして1本の棒のようにスリム

化させる着装法が、着装者の生理・心理反応、に及

ぼす影響を検討し、この“標準着装"が継続する

限り、着物の日常着としての定着は難しいことを

示してきた 11、凶。着物がハレの場でしか着用さ

れない儀礼的衣服となってしまった背景には、そ

の着心地の悪さ、不便さが挙げられる。明治~昭

和にかけての和装から洋装への推移の過程で、科

学的・衛生的・活動的とされた洋服に対し、和眼

改良の試みが数多く行われた。中でも袴は、女子

服装の改良の柱として大きな期待をかけられてい

た。東京医学校の教師・医師で、いわゆるお麗い

外国人の一人であったエルヴィン・フォン・ベル

ツは、 1889年(明治22年)の講演において、袴

着用の功を説いた 13)。経済学者・教育者として知

られた森本厚吉は「婦人が袴を使用するに到りし

は、近来の事であるが、之れが為めに、不便なる

和服も大に活動のイ更を得て(後略)J と述べω、

新開記事等においても「我閏女子の衣服は体育に

適さず又衛生上、便宜上、不適当なる点多ければ、

かたがた改良を加へざるべからず凶Jrその改正

の要は(中略)袴をうがたしめんというに在りて

こは衛生上、経済上及び作業上宝大の便利なり

16) Jとあった。袴は、着物の持つ様々な欠点を持

ち合わせず、和服文化を将来へつなげる可能性を

有していたのである。それが成功しなかったのは、

つには制服統制令 (1941年)やモンベの普及

n
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図6 暑熱環境下での衣服内温度(左)と衣殿内湿度(右)の変化蚤(n=8)18)より作成

衣服内湿度の単位は乾燥さ芝気に対する重量絶対湿度
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という時代背景、もう一つには、堅苦しい女教師

の装いというイメージ 17)によると考えられる。

今後、袴の復権をはかり、その再評価を目指す

には、袴が着心地の良い機能的な衣眼であるとい

う科学的根拠を得る必要があろう。以下にその可

能性の一端を示す。

図6は、暑熱環境下 (33
0

C. 60% RH)、若年女

性 8名 (21.4:t0.5才、 159.5土3.5cm、51.3

5.1kg) に袴と現代パンツを器用させた際の、衣

瓶内温湿度計測結果である。安静3分・運動3分

における腹部前突点で、の値は、 j毘j毘度共、袴で低

く、特に運動時、顕著に低下する傾向が示された。

これは、“投げ"(脇の開口部) (図7) から入る気

流と、袴の有する多くの布地がもたらす“ふいご

図7 袴側面における“投げ"(脇の関口部)

衣服内温度
[OCl 

** 
32 

30 

28 

26 

24 

22 
腹部前突点

図9

Front 

て三三〉
Back 

関8 袴裾における断頭図
(前簡に、左右各5本、計 10本の“袋"がある)

作用"川)によると考えられる。後者については、

袴の前面、左右に各5本ずつ、計10本の“襲"が

存在し(図8)、この“襲"に多くの布地が折りた

たまれ、着用者の動作により袴内の気流が撹持さ

れて、運動持の混湿度低下を招いたと考えられる

20)。国9は、寒冷環境下 (150C. 50% RH) での

衣服内温度計測結果である。若年女性5名 (21.6

土0.5才、 156.2土1.9cm、49.0土3.0kg) において、

安静11寺の身体各部位の値(寒冷下で30分間安静

後の5分限平均値)を比較したところ、袴は現代

パンツに比し、}良部前突点、殿部後突点、大!健前

面中央にかけて高い衣服内溢度を示し、下lJis前田

中央の値は低かった。上述の“接"の存在により、

体幹部を覆う布地が多く、寒冷下でも体幹部とそ

の近舘のl暖かさを保つことができる衣販であると

示された。

国10は、若年女性6名 (20.0:t1.2才、 159.0土

3.1cm、50.3:t 4.2kg) に袴と現代パンツを着用さ

袴

現代パンツ

殿部後突点

「一一l

大腿前面中央 下腿前面中央

寒冷環境下での身体各部伎における衣服内温度(n=5)21)より作成

*: p<0.05、**p<0.01 (対応のある t検定による)

円

i
1
よ
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総軌跡長

[mmJ 

1150 

1100 

1050 

1000 

950 

900 
袴 現代パンツ

図 10 立伎時の童心動揺(総軌跡長)(n=6) 
*: p<0.05(対応のある t検定による)

せた際の、立位時の重心動揺計測結果(開眼60

秒間計inlJ)である。袴着用時、現代パンツに比べ、

身体の動揺の少ない様子が示された。また、立位

で、最大関脚した際の、両足の第一指開距離を f開

脚11I日」として計測した(図 11)。下衣を着用せず

に最大開腕lした値を 100%とし、袴と現代パンツ

を若尽きせた捺の値と比較したところ、袴で94.5

:t 3.4%、現代パンツで90.2:t4.5%と、袴着用時

の下肢の動きやすさが示された。

以ヒより、袴は、“投げ"と“援"という他には

可動域

的]

100.0 

95.0 

90.0 

85.0 
中寺 現代パンツ

包 11 裸f本語寺を 100%とした義衣時可動域(関脚備)
(n=6) * * p<0.01 (対応のある t検定による)

ないデザイン的要素を持ち、暑熱下での運動時に

下肢が涼しく、寒冷下では体幹部が暖かい、優れ

たj晶熱的快適f生を持つことが明らかとなった。ま

た、姿勢保持性・下肢の自佐i度の大きさにおいて

も、高い機能性を有する可能性が示された。今後、

袴の着心地に隠するエピデンスの集積を行うこと

で、快適で、機能的な民族衣装としての発信が可能

になると考えられる。

5. 結び

宮本が有する文化資棟、としての袴の重要性を社

会的に共有するにあたり、先ず、袴の分類・定義

確認と市場分析、流通構造の明確化が求められよ

う。袴に毎合される衣服は多岐にわたり、その者

用自的も異なる。それぞれの袴に関し、形状・素

材・務用目的から分類を行い、各々の流通構造を

明らかにし、各業界の問題点を提起することで、

市場情報の組織的な活用が可能となり、袴の新た

な展開へ向けたヒントを見出すことができるので

はないか。

袴は、古い価値のみに縛られた過去の衣服では

ない。日本発のソフトパワーであるマンガにおい

て、袴着装キャラクターは大いに活躍の場を得て

いる。コミックマーケットやアニメコンペンショ

ン、ジャパンエキスポ等の参加者においては、マ

ンガ・アニメの登場人物に扮したコスプレイヤー

遠の中に、袴姿の若者が多く見られる(図 12)0

f考は、ある干重のコスチュームプレイのアイテムの

ような感覚で若い1ft代に受け入れられている。

18 -

袴は、洋服にはないデザイン的特徴を持ち、そ

図 12 海外コミックマーケットにおける
コスプレイヤーの袴姿



手民主Eにおける袴の存千五Xff:~主

のi晶熱的快適性・運動機能性は着呂に値する。和

fiHt文化の衰微をもたらした要関の一つに、現代の

ず?物(長着)の着装法が、夏暑く冬寒く、身体の

きを阻害する、現代人の日常生活から議離した

ものであることも挙げられる。袴は、積物の持つ

な不具合を持ち合わせず、日常着にもなり得

る、新しい和装・新しい和のモードとしての可能

性を有すると考えられる。

袴は、伝統文化と現代のポップカルチヤーの交

点に位寵し、信統文化の継承者、クールジ、ヤパン

のアイコン、未来の和装の一つの柱となり得る。

快適で、機能的でクールなジャパンファッション、

新しい杭!のモードとして海外への発信も可能な民

族衣装と考えられる。 2015:t1三5月に開催されたミ

ラノ屈際博覧会において、日本館の「美濃吉」の

1[11居の装いは袴であった 22) (図13)。これは、日

本文化を象徴するものの1っとして、袴が認めら

れ受け入れられていることの証左と言えよう。

本研究により、袴の持つ多様な価値が評龍され、

和装におけるその存在の重要性が広く認識される

ことを期待したい。

図 13 ミラノ国際博覧会日本館における
「美濃吉jの{中庭ユニフォーム泣)

本研究は、科研費26350082(基盤C・袴の機

能性研究一世界に発信する“Hakamais cool"一、

研究代表者佐藤真理子)の助成を受けて行った。
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営業部課長中村様、大学生協京阪神北陸統合事業
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に感謝E申和し上げますO

注1)costumeとclothingの使いわけについては、

Cunningtoれ10) の説に基づく大丸氏問の論

に倣う。大丸氏は、 f女子大学の謝恩会等で

用いられる和服は、日本人の衣生活の流れ

のタトにlJU置されているものであって、もは

や、生活的clothingではなく、象徴的性格

の強い祭記的costumeにすぎない(後略)J

と述べている。

注2)ふいご作用とは、人体と衣服との問に強制

的な気流が生じ、着衣の放熱性能を高める

現象である I針。
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